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Aij・ 第 1部門における第 4部門産品の投入係数

































(4) A'jBj ~ {3'J 第1部門→第 z部門の投入誘発係数 (1，x Ij行列〉
すなわち，sijは第y部門の内部波及が誘発する第 z部門産品の投入である。








??? ? ?? ???
いま，第 z部門で産業間の内部波及 (B，)が進行するためには，部門間で次








生産が行われるためには，第 z部門産品の投入 (A'j)が要請され，それは第 τ
部門内部での産業間波及 (B，)を誘発する。これはふたたび第y部門産品の投
入 (A，)壱要求し，上の波及過程がくりかえされることになる。つまり 2部
門以外への波及は無視しているから， 初発における第 z部門の内部波及 (B，)
を実現するために Aj'→B，→A"→高→A"が1つのノレープを構成して， 収束
するまで〈りかえされるわけである。その結果，
(6) B，A付BjAji=α"aμ (lt x lj行列)
壱波及因子とする乗数過程が第 z部門にはねかえって生ずることになれその
究極的効果はつぎのように示される。


















r K"JBi K"ia..B.l 
(9) B*~(I-A*)-'寸 K/出~~B;.. ._~-~-'.T(~~.B~ I 
r M/ M/β~jl rBt+aij判明J'




















M，'= K，1B，= (I -B，~，B，A，，) -'(I-~，)-' 
5) 宮沢， [2)， [3Jを毒照されたい。
6) 帥lωの証明については，官択， (2)， pp. 230-231参照。
そして，
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l1， l， lk 
IA“ A" : A" IlI， 
(1)' A=I Aj' . A" ' A" IJlj 
I A" A'j. A"Jl九
42 (344) 第98事第5号
そして，これに対応するレオYチヱフ逆行列はつぎのように定まるとしよう。
1包 11 lk 
IC“ Cげ C仙 IJι
(1母 C=(I-A)-'ニIC" C" C" 1Jl， 





~~ M/'A"付=dgj 第1部門→第 z部門の複生産誘発係数
(li X lj行列)
(1方 A"iJMl=ß~ij 第1部門→第 z部門の複投入誘発係数
(ιx 1，行列)
ここで，前者は(8)，~~を用いて変形すれば
(;1$' akり =K-/< (BポAtJ+B;，A“B，Aり)
となるが，右辺のカヅコの中をみると，第1項は第1部門の第 g部門産品の投
入 (A，)が誘発する第 z部門の内部渡及 (B，) であるから， 直接的な Jー→zの
生産誘発効果を示している。とれに対して第2項は，第1部門の第h部門産品
の投入 (A，)によって誘発される第h部門の内部波及(九)が，第 z部門産品
の投入 (A，)を必要とすることによって第 z部門の内部波及 (B，)をどれだけ
誘発するかを示すものであるから， 第h部門を経由する間接的な 1→g の生産
誘発効果を示すものである。したがって複生産誘発係数a/"ijは，直接的・間接
的ノレートを通ずる 1ー 刊の生産誘発が， 第 h部門との波及関係によって，さら
に外部乗数倍(九りされた総効果にほかならなし、。
複投入誘発係数についても同様に変形すれば，次式
。ヵ s'"=(Aり+AacB"Akj)K/， Bj 
が成立する。つまり，第1部門での産業問内部波及 (B，)が第 h部門との波及








同 (1 -l1llcijakμ) -，二K/'.....第包部門の複外部乗数(ん×ι行列)
これを， 2部門における偏外部乗数と区別して， <複外部乗数》とよぶことにす






数が M.' となることは， 外部乗数の定義からただちに予想されるが，それは
次のように示されている。まず，複外部乗数と偏レオチェフ乗数の積を考える
と，つぎのごとくなる。
K/'M/'=(I αk ijak ji) -1 (I _ Ak u) -1 
= {(I -A"'u) (1 -M/" AkijM/ Ak ji)}-1 
= (I-Akii-AkijJ叫ザμ)-， 
= {I-(Aki+ A"ijM/Akji) }-1 
ここで右辺は，次節で明らかにされるように 3部門における白部門の逆行列
係数そのものであれレオYチェフ乗数 Ciにほかならない。そこで





る。それは. (1)'の投入係数行列を前提した上で， それを(1)"のように 2部門に
分割すれば 2部門における外部乗数と同様に求められる。
rA“ Af，j A“1 




B，[Aり A"W-A'，'j I -:1;: 1 1 :;:1
r M/' M¥k('L，.lr Aι1 
=B，[A叫I A.1 aりM;k Bk十α吋M，'13;: 1:1; 1 
=B.{A幼BkA!;i+(Afj+AtJ;BkAωM，'(Aμ+ AjkB!;Aki)} 
=Bt (Ai!;B!;Aki +A!;ijM/ A' j'O) 
となるから，その外部乗数は次式のように定義される九
自由 (I-B，(A帥 BkA!;i+AkijM/Akj.)}-1=Kr ー第z部門の総外部乗数
これを，前述の複外部乗数と区別して. {総外部乗数〉とよぶことにしよう。
そこで，総外部乗数と単内部乗数との積を考えれば，
K，B， = {I -B，(A仙 B!;Au+A勺MlA勺，)}-'B，
=[(Iー ん){I-B，(A"BιA"十AkiJM/，Akjf，)})-1 
= {I -(Att+AtkBkA削 +AkijMlAk ji)} -1 
={Tー (A'“ +Akij~llIljkAk j川-，
= (I -J.P:'i.)-1 
となるから， ω式によって次式が成立する。
fI-A;; -A..l-! 
円 上式の展開において l d; I-43 にあたるものとして帥の4番目的表現形式を採用
したが，いま(9)の5番目の表現形式を採F草すればz 次のように示される。
rBJ十円Ir.Mk'sk1αJI<MkJlr AJil 
ιμiJ Aik] l 勺:;<9:;U1I<M:J J lA:J
=B~{Af，jRJAれ十 (Auo+AtJRJAJ")M，，，!(AkJ十AkjBjAJ.))



























J，.. "第 z部門に対する最終需要(列ベグトノレ， 1，次)
8) なお，第包部門の誼外部乗数として， K/=(1-a仏α仏〉九 乙れに対応する内部乗数として
M/壱考え.A'“十AJ'，kMkJAJki=AJ iiとおけば， νオンチェフ乗数は，C“=K/M/=(I五九i)-] 
として与えられる。 したがってj 第z部門の総外部乗数'iItとして在7)の表現形式を採用すれ








レオYチェフ逆行列 (I_A)-lのエレメ Y トを前節で定義した諸係数を用いて






X1=AuX1 + AlllXa + A13Xs +!l 
X，ニ AUXl+A2XZ +A2sXs+/a 




がえられる。ここで， (2)式から (I-A，)-'=B，であるから， (3)を考慮して
Xs=BsAa1Xl + BsAslIXz十 HsJs
=α31Xl+αszXz+ Bsfs 
をうる。この式を②に代入して整理すれば，
Xz = (Aat +A2SBsAst)Xl + (Azz -1-A2SB3ASZ)Xg +12 + Al!Sna!s 
がえられる。そこでMおよび(4)を用いると
X2 = AS21X1 + A32X2 +ん+1ヲa!s




X3= (aSl+αaMgSA'21)X1 + anM2.SJa + (Ba十αnMgSs2S)!S ③'






[~:] =[町 M，'s，]fJ. 








となるから，側によって (I_A3n)吐 =cu とおけば
X1 = CUfl + CnW12f2 + C11 (β13十日8UsZs)fs
が成立する。そこで，②"を⑧'に代入し， ω式を考J草して整理すれば
~Y2=a321Cl1fι 十 (MZ8+a321Cu(312)!a 
①" 
トー {MS3s2S+a321Cl1 (βlS+s9U8z9)}!S ②" 
がえられる。同様に①"を⑨'に代入し.M壱考慮して整理すれば
Xs= (aSl +asza3心CUfl十 {α3z.lVfz3+ (aSl +aS2a3Z1) Clj3S12} 12 
十 (B，+αSZMZ3向日十(α，+出3Zas.!l)Cl (1313 + s312(23)}f 3 ③" 
をうる。したがって， (1)"，喧)"，③"を連立させた解はつぎのようになる。
rx，l r Cu : C"s'" 
紡 I Xzl = I a3nCll Ma3+α九ェClβ'"
LX，J l(α"十αnaS心Cuα32M1I9十(aS1+ aS2a3Z1) Cns312 
C，(日，+β'"s，)lrf，l
M~Sß28十 aS2 ， Cll(sl!'.+ 83128&3) 11121 
BS+a32Ma3su+ (as汁 a"a'")C，(s，+ s'"s..)J U，J 
48 (350) 第 98巷第5号





伺 C=I M，'β..+α"ん，(β..+βLszβ，) 
L C，(β..+βlS2sn) 
alzM.l+ (α'"十αua1sa)CS3由'"α13+α"α12S)C日1












(I -a2SaS2) Xz = (α，+α"α.n)X1 + Bzfs+assBsfs 
(Iー αsaaas)Xs = (α，+α"α2l)X1 +assBa!z +Bs!s 





lZ1=[kgMIM 仇 2A]!?lXa 1-1 KSD BaA.IS1 KssassB: KS2 BsJ 1 J}1 
⑧1 
⑧l 
産菓連闘の3部門分割モデル (351) 49 
ここで， x，ニ O とおいて，第2・第3部門の波及関係をとりだすならば，
1i!8)' I2]=lkdZ2 A空会]~:]














X1 = KIBdl + KIBIA3uMaSfa十九BtAZ13Ma2js




10) 第包部門の総外部乗数 (K，)は. (1)"より抗のように定義されるが， l J〈
L -nl!;J 
にあたるものとして， (的の3番目の表現形式を採用して変形すればj
IE_fT DrA -A lP-Ajj -Ahl-1fAiill-1 
Ki= F-B，[AiJ Au.J l--Ä:~ I-A;:J lÄ~:J J 
{I-Bt[AiJ Aa，] [即均即MBKIdhljz= F-B，:[AiJ Aa，] LK:JαdB2ICJBJ du 
~[I-αi!MJlo (AIt+AlkB"A"，) -lXf，，，M/ (Aki十AkJBjAJi)}-1 
= (I-adMJιAk/t-a北M，iAJ~i. )-l
~(I-αdα"Ii，ーα"α Ik 1，) -1 




Xz = a3nKIBlfl十 (Ma3+αiluKIBlβ81.2)12
+ (M，'s，，+“3nKIBlβ213)/8 ⑧2 
Xs=α2S1]{lBdl + (Ms2sS2 -1-æ2~lKIBlB3u)fa 

































rX，l r Cu' cns'" cns'"lff， I
ω~~ I Xa 1=1 a3nClt ~ Mz3+a'nCl1sSla M23Bn+aS21CUs2111!1f21 




r M，'+α213C88s231 : 1.112 s12十α213CSSs¥Z: a21SC目1
C9)" C=¥.M，'日"十a1zsCsss2n: M叫"川lαa'悶
L C"同231: CSslS2 CssJ 
同様に，第1・第3部門から出発すれば， もう 1つの表現をうる。そこで，
それらをもとにして， νオンチ z フ逆行列を自部門逆行列係数 C“と複生産誘
発係数 akijもしくは複投入誘発係数 ski，Jのみによって， 次のように分解・表
示することもできる。
r CuαSUCZ2α':¥sC日1 rCl1 : C11s312 : cus21s1 
~ c= I a321CU : C:ぬ αlZSCS'S1=1 C22ß~21 ; C22 C2βLZS I 
La2S1Cl1 : a2S1CZ2 : C日J L cSB2si : CsaB1'S2 Cs J 
以上の己主から，逆行列係数の分解・表示の方法には幾通りも存在すること
が明らかとなった。そして，それから一般的につぎの関係式が成立する。
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まず白部門総効果を示す逆行列係数 C“については
Ctt=KtB， 
= K/< M/~ = K~j M，j 
唱品 =K/cKtkB~=K/K/BI. 
???
= Mi" +α九jCJ.1s"μ=M/ +a'U，Ck1c{3'/t，i 










































関係の強度を示す 1つの指標が与えられる。すなわち，のにおいて K♂と K/
とを比較するならば，第 z部門が第 h部門と第j部門のいずれと，より相互依




すものであるから i-k聞の結合度が '-J間のそれより強ければ， 当然 Kl-
とKtj !まそれと逆に動くわけである。
また B，と M.'との比をとることによヮて，第 i部門の一一第1部門のみ
11) @， @'における M，'とM/を比較してもよい。あるいは.6'において K，'とK/に対応
するものとして， σ町g幼ιMkisι"と酎FμN1叫
とも簡潔であろう。
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寺考慮した場合における一一内部波及率が求めちれるが，同様にして B，とC“
との比をとることによって，第 Z部門の 第 i.k両部門壱考意じた場合に
おける 内部波及率が求められる。 そして上式の関係を用いれば， 前者は





して，われわれは dげ， s'" ij壱提案した。これらは，，"ザ，納'で示したように，
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